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UIFA JAPONの被災地支援　2018春熊本住まいづく
り相談会と被災地視察	 井元　美佐代
Disaster Support ：Housing Consultations in Kumamoto

IMOTO Misayo

この指とまれ企画！清住白河プチ散歩
「水辺を活かして地元で活用する」	 須永　俶子
Short Tour of Kiyosumi-Shirakawa	

SUNAGA Yoshiko

■　御船町に復興住宅集パート３寄贈
　3 月 23、24 日あれから 2 年弱を経過した熊本の復興
の状況を視察した。これまで地元で実施した復興支援住
宅相談会や御船町との交流を通して見えてきたものを基
に高齢者向け復興住宅12坪プラン集パート3を作成して、
御船町にお届けした。

■　市内百貨店で住まいづくり相談会
　熊本建築士会と
協力して住宅相談
会を実施した。東
京から建築士とし
て訪れ、どのよう
な支援ができるの
か、少し不安な気
持 ち で 参 加 し た。
実際に訪れると少
し で も 早 く、1 人
でも多くの方が建築士と相談する機会がいかに大切かを
痛感した。また、地元の建築士、建設会社は多忙のため
対応の出来る専門家を紹介できない事に直面し、まだま
だ復興の及んでいない現実がそこにはあった。

■　杉香る復興モデル住宅や木の仮設住宅
　地元の建築士の方々のお仕事を見学した。熊本県産材
を使った復興モデル住宅はとても重要な役割を果たして
いた。地域産材の活用は山のある地域と街中の災害減に
も繋がるもの。一方、高齢者にも対応した木造仮設住宅
や築 120 年の伝統的民家の再生現場などそれぞれの知恵
を生かした復興の姿を拝見した。

■　町屋復興に見る人々
　残すべき貴重な船着場と石
積のある建物は、グループ助
成金を受けて再生されてい
た。地元の女性たち皆さんが
力強く復興に向かって活動さ
れている姿に感銘を受けた。
今回の復興支援の活動を通じ
て単に技術的支援だけでなく
心を通じ合わせることなど多
くのことを学び、大切な繋が
りをつむぐことができた心に
残る 2 日間だった。

　私の事務所のすぐ近くに小名木川という川がある。20
年以上遡るが、この川沿いに紀長伸銅所という地元でも
大きな工場が有った。レンガ積みのこの建物とアーチ
の窓に魅せられた私は、どうしたらいいかも分からずに
これを残したいと思った。皆にも理解されたいと区が募
集したまちづくり論文に応募、この内容の実現可能性に
松川前会長と調査することになった。ここでの出会いが
UIFA に参加するきっかけとなった。
　松川さんの著書「水辺のまち江東を旅する」出版記念
講演会に先立ち、今はマンションに変わった工場跡地か
ら案内を始めた。ほんの一部だがアーチ窓がモニュメン
トとして残されている。松川さんの本にも登場する、レ
ンガ職人の鬼頭氏との出会いもここに起因する。そこか
ら、日本橋とのつながりとなった高橋の船着場 2 カ所、
そしてカフェの街清澄白河名物 iki ESPRESSO を終点とし
た。この店のオーナーを参加した皆さんに紹介した。彼
も地域の活性化に高い関心を持つ一人。今後どう活動が
発展するかをまた UIFA でご報告したい。

　川嶋幸江さんが 2018 年 1 月
23 日にご逝去されました。
　ここに哀悼の意を表させて
いただきます。
　川嶋さんは、共栄学園短期
大学住居学科の教授をお勤め
になり、晩年は軽井沢にご主
人とお住いでした。川嶋さん
は UIFA JAPON 設 立 当 初 か
ら広報の役員をお勤めくださ
り、NEWSLETTER 発 行 に ご
尽力くださいました。

訃報

鶴屋百貨店にて熊本建築士会女性部会の会
員と共に住まいづくり相談会を行った。

（写真：井出幸子）

桜に彩られた熊本。石垣が崩れな
がらも耐える戌亥櫓

レンガ積アーチの遺構の前で参加者に説明をする筆者
（写真：宮本伸子）

2007年　鹿沢国立公園見学の
とき、平倉さんの日本建築学
会業績賞受賞を祝って軽井沢
から参加。

（写真：平倉直子）



4

No. 109 May 25, 2018

UIFA JAPON 事務局

〒 102-0083　

東京都千代田区麹町 2-5-4

第 2 押田ビル　㈱生活構造研究所内

Phone: 03-5275-7861 Fax: 03-5275-7866

E-mail: uifa@liql.co.jp

URL: http://uifa-japon.com 

発行　2018 年 5 月 25 日

■編集後記
あっという間に春は過ぎて、夏がきてしまいました。今年も暑
そう（薄井）／早めの春風は熊本城の復興をやさしく見守って
いました（宮本）／「新たな社会的住宅の創出×運営の試み」
と題して事例紹介をまとめた。面白いです！今！限定配布無料
中！至急 NPOCHC ホームページへ（渡邉）／ UIFA の目的を
再確認する年となりそうです（井出）／桜まつりで実施したオー
プンカフェ。地元の人との会話に故事来歴を知る（須永）／ 
4 月は新緑の京都・奈良へ。木造住宅の粋を堪能しまくりでし
た（飯田）

■役員会報告
2018 年 1月 19 日
宮崎玲子会員宅にて会議後、新年会を開く
第 67 回海外交流の会収支報告　『水辺のまち　江東を旅する』
出版記念講演会準備　このゆびとまれ江東準備　住まいづくり
相談カフェ岩泉町と御船町報告　25 周年記念誌作成報告　復
興ハウス作成報告
2018 年 3月 19 日
須永俶子会員事務所にて開く
夕方からの第 68 回海外交流の会『水辺のまち　江東を旅する』
出版記念講演会」、およびこのゆびとまれ「清澄白河プチ散歩」
予定確認　岩泉町住宅相談報告　御船町住まいづくり相談カ
フェ準備　岩泉町生活橋への支援金について

　あれから 7 年、震災直後生まれた赤ちゃんも小学
生になる。どうしたって震災の風化は避けられない。
2020 年復興 10 年計画の最後を迎える。終のすみかと
しての災害公営住宅は高齢者や低所得者層が多い。6 年
目以降の家賃軽減措置継続措置や、一定以上の収入が
ある世帯の 4 年目以降家賃割増の据置き等、地方自治
体財源貧窮化は大問題。UIFA の 7 年にも及ぶ支援先岩
泉町小本地区も、やっと元気になった矢先の、岩泉町
全体に及ぶ 2016 年 8 月の台風 10 号豪雨被害。局地的
災害ということで、国の支援も微々たるもの、日々の
生活に欠かせない生活橋改修とて県ないし町で 30 億円
にも及ぶ復旧を余儀なくされている。UIFA としても個
人負担の生活橋再建費に少しでも支援したいと思う。
　資金は元より土地、人材、資材に乏しく、遅々とし
て復興が進まない中、5 地区 9 団地用地取得のメドが
付き、単身用、2 人、3 人用の公営住宅 81 戸分と移転
地整備後の 25 戸分の整地が近く完了に伴い、建築着
工がこの夏頃から始まる。
　先日 3 月 11 日、小本津波防災センターでの住宅相
談会に開所早々 4 組の相談者が見え、様々な質疑が交
わされた。今後被災住民の住宅建築への不安、疑問解
消のお手伝いが専門家集団 UIFA として出来ればとの思
いを新たにした。
　今や東日本震災
避難者は全国で震
災直後 47 万人か
ら 7 万 人 と な っ
たとはいえ、昨年
1 年間の関連自殺
者が 26 人も出て
いるそうだ。今後
ともどんな形であ
れ、被災地に寄り
添っていきたい。

東北の災害におもう	 岩井　紘子
Report from the Disaster Area (19)	 IWAI Hiroko

被災地通信（19）

祈りよとどけ　3・11 メモリアル小本にて

　まず “まち” 街、町ではな
く “まち”。これからのまち
づくりも包括するときに使う
ことが多い。で、最初は江
東エリア散歩を楽しむなら
もって行くとべんり！と思い
かけた！が、とんでもない勘
違い！。実はこの本は “まち
づくり論”。かなり本質的な
投げかけを合間合間にさらっ
と！いう。前後は本文で確認
してもらうとしてその部分引

用「コミュニティの本質に関わることだと思うのです
が、閉じていることも大事ですが、どこかで開かれて
いることも重要です」とか『「コミュニティの原点は
神社」にありでしょうか』とか『「もっと地元の人に
きてほしい」とのことです』とか、「まちと緑の成長
には時間が必要だ・・・地道な努力の積み重ねだけが
それを手に入れることができる」など。まちのヒュー
マンスケールは、人と人の関係性から生まれ来るもの
だという感覚が読み取れる。またかならずどこにも人
が登場する。この本は旅日記風仕立てのなかに、長い
実践と理論の上にたった実は読み解くべくまちづくり
のキーワードが沢山秘められていると読んだ。
　渡邉はいつも思う。人の関係性なくしてまちは育た
ないと。自然災害の膨大な地域における再生も行政主
導おまかせではなかなか問題を解決しがたく課題をこ
じらせ難しくている。コミュニティ分断、人の関係性
の希薄化で、心が疲弊していく。地域先行・行政後追
いで地域が自立発展していくことが求められる時代、
おおいに参考にしたい一冊だ。

“水辺のまち” 実は “まちづくり論”
―「水辺のまち　江東を旅する」�松川淳子著　萌文社―
Exploring Koto Ward's Waterfront

渡邉　喜代美　WATANABE Kiyomi

■ 会員の本　Member's Publication

『水辺のまち江東を旅する』表紙

URL	 :http://uifa-japon.com 


